
若松小だより 
  

自ら考える子 思いやりのある子 たくましい子 
 

 

「一枚岩」で子供たちの育ちを支える 

    校長 生井
な ま い

 信
しん

太郎
た ろ う

 

 

 ５月１８日に、今年度初めての大きな学校行事である運動会が開催されました。今年

度は熱中症予防対策ため、例年より一週間早めての開催でしたが、練習にしっかりと取

り組み、本番にその成果を発揮した子供たちの生き生きとした姿をご覧いただいた方が

多いかと思います。保護者、地域の皆様にはご参観いただきましてありがとうございま

した。 

 

 運動会をはじめとする行事は、もちろん学年、学校「一枚岩」で臨むわけですが、本

校は全ての教育活動にその姿勢で取り組んでいきます。学年・学校の子供たちを一つの

集団として、学級の別なく担任をはじめ多くの教員が関わっていく、ということです。

子供たちに多くのメリットがあると考えるからです。そのための手立てとして以下を挙

げます。 

 

小学校教科担任制推進校の指定を受けました。５・６学年で教科担任制を実施する制

度です。そのための教員の加配もありました。具体的には例えば１組の担任が国語を、

２組の担任が社会科を、３組の担任が体育を担当し、全ての学級で授業を行います。加

配された教員は理科の授業を行います。音楽、図工、家庭科の専科の授業も引き続き行

います。こうして多くの教員が子供たちと関わることのメリットとして、授業の質の向

上、組織的な対応、中１ギャップの解消などが挙げられます。昨年度、これに近い形で

教科担任制を実施した学年があったのですが、「子供たちが担任以外の教員にも気軽に

相談できた」「多くの目で子供たちを見るので児童理解が進みそれを教員間で共有でき

た」「同じ授業を３回行うので授業のブラッシュアップができた」などの声がありまし

た。 

 

低・中学年も発達段階や実態に応じて、日常的、継続的に取り組んでいきます。例え

ば一部教科担任制、合同授業、教員を替えて行う交換授業、などです。 

こうした取り組みは教員一人一人の強みを、学年・学校全体に解き放つこと、とも言

えるでしょう。「一枚岩」の取り組みは子供たちにとって大きなプラスになると考えて

います。 
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1 日

2 月 水泳指導始　体力テスト予備日　委員会 4 5 5 5 6 6

3 火 社会科見学 5 5 6 6 6 6

4 水
特
時

安全指導 4 4 4 4 4 4

5 木 歯科 交通安全教室 歯科 歯科 こころの劇場 5 5 6 6 6 6

6 金 B SC 4 5 5 6 6 6

7 土
特
時

土曜授業　学校公開
水道

キャラバン 3 3 3 3 3 3

8 日

9 月 振替休業日

10 火 月曜時間割　委員会紹介集会 5 5 6 6 6 6

11 水
特
時

4時間授業　小中連携の日 4 4 4 4 4 4

12 木 たてわり　あいさつ運動 5 5 6 6 6 6

13 金 B 地区班一斉下校 SC 5 5 5 5 5 5

14 土

15 日

16 月 クラブ　読書旬間　避難訓練 起震車体験 4 5 5 6 6 6

17 火 5 5 6 6 6 6

18 水 5 5 5 5 5 5

19 木 集会 歯科 歯科 歯科 5 5 6 6 6 6

20 金 B SC TGG体験 4 5 5 6 6 6

21 土

22 日

23 月 クラブ 4 5 5 6 6 6

24 火 社会科見学 5 5 6 6 6 6

25 水 5 5 5 5 5 5

26 木 たてわり 5 5 6 6 6 6

27 金 B 4 5 5 6 6 6

28 土

29 日

30 月 委員会 SC 4 5 5 5 6 6

授業時数
時
程日 曜 １年 ２年全校に関わる行事等

交通安全教室（各学級で）

３年 ４年 ５年 ６年

６月行事予定

◆生活目標……生活時程を守ろう ◆保健目標…… 規則正しい生活を送ろう SC:スクールカウンセラー来校日


